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第8回授賞式

感輝姦盲纂
サ画でoc糊日となる日本妻tTmと日董

童の戊8E式が亀軌稀粥川噌州抑トと軸内

のもと､熊京･轟の日本　…　で行われたJ.瓜榊に行われた日義妻では'安川紙t那･日本学術賀金髪が式辞を述べ'江や鞄於ホ･一策血垂t丘が暮薯をした牡､24人の董暮書に'8E状､
膏のほか､磐としてES垂110万円が智要し

れた｡枕いて行われLJ童{式では'久保正形･日本毒の式辞GW竹市凄･空自会長による書毒口か行われた).芸粛8人にはtt状､手および舶犬として蓋が汝与された｡また､秋書鼻下が冶萱べられたほか､蓋文･文事等大臣が祝辞を述べた.登に'妻を代兼し套-科大麦山前死所の宝典仙籍が扶伊した｡

同風安西祐一郎･日本学術振興会理事長
歪噂､萱刀野における

蓋のSれた煎革をあ

げた若手か蜜の方々幸い零点いだし､日本学

葉虫七を芦レ上げ脅し

とで今牧の童謡を粥持しようというものです｡対象となる方々は'姓宜しで佃もない研葛また哩りよさ岳辞しようとい嘉雷であってtSれ左研諒力毒ち'*来'閉匹甲リーダーとしで轟付しうる吋脂性の昏旬方々で

日東学術振興会賞

す.
未申は荊8

回になりますが'誓立の上へ学守の研句&紬'琴曲44から'各分野蓋する

霊等3
鼻ftJ稚

誓いLJだき
事した｡人文税率'蓑や､琴のそれぞれの分野において斬しい剛珊分野の岬桁､新しい別電r紙の触れ､稚寸たtE金や胤4の藍巾'自然や志望の解明や沌発､そして正中の稚拙などについでZf-=･りし

新しい研究手法の確立など

それぞれの学問分野で業績
い遵損をあげられた'よきにそれぞれの学望町を代表する砦の方々が並ばれています｡

この鷲の琴について
は､蕃董

塁の江や玲
放雲をはじめ'世押トップレベルの研蓄により榊成され嘉

悪意
にわたるご☆

誓いLJLJさ
まLLJOkJ'

葦での書

K:に発共一まして'研兄のm山瀬で折半され爵宅-で桝蝿される'口蓋

末女の蒜システム研兄
センターに害して､10姦･些円研悪-の先生方に嘉沸せ聖典押しております｡

毒量的で公正

裏芸た毒えて

いよす｡
昨年蔓日義とい

う末書帝の大f班か発生し'我か柑F強大なれ山署-もた　…　rした｡義大一Mnは'人文#壷T､自滅科事などの分野を向わす'人側､袈'森に対す妻めて向いかけちものとなりまLLP

日本事特tt会として
は､叢董亭こ竜寺沢からの一兵のlKせれい､和也からの桐特に応えられるよう､内鞘を叫LJしていく所作です｡

今皿'栄えあ董
3FF全市蓋された"苛ハーのE:5方におかれまして

も､この一着を豊に､さらにそれぞれの分野においてT.JSgご弗力いただき､寺の棟兜を拝め'研究に娼乱していただきたい♪患います｡

私は'施与方萱r周
年披､淵紀良にはさらに大!tJな哉柄喜､イベル一やそれに匹苧重大嘉璽肌空けられ李)義いたしております.

日本学術振興会賞の審査経過報告

-　江崎玲於奈･審査会委員長-

議へ坊さん私のようにな
るというこ島中-違えたいと仙います｡

私が漢大学に韮丁して
いたIu皇h斬り時'皇Tにおけl妻Tの所沢は

甘風竃文･文重夫臣H蔓れ壷小
学士熊蒜夷塾一Hは'書れた粥平仰望王寺癌･内心Ltその研兜萱こ

義的として'平預叩

皮に他心されたものです｡

藍賃えでこられ事レた

(.)義や堰市井の方々さ
じめ'*くの盟背の円牛に対し事して砕くお拭い

蓋TL妻す｡学術研死は我か博の閑力

ても､空毒す夢ローパル人妻に聖子るとともに､票3苛叩叫毒はじめとするtれた
諾m例会に対す春山匿

い妻湘するなど'学術研+:の蕉高ってまいります.
日本や貸金とR尭･

昨年3月に推蔓美
学･研藷及び芸に芦し､重u名の抽斗

葦これを界8中ロ義兵の書恋対I

といたし事レLP昨年皇月か暑カtr事輔システム研究センターにおいて手書暮善い､1.あせ一等
誓え'私憂名の

零点成され巷日悪罵壷l需要だおい毒
の名のP-希いu･P

藩雲量百に押せ尋と雇います｡1ばれた生来蔓えてくれるこ義歪でした｡しかし､
きれ､垂署の研究委ttの朽さんをサボトトさ待しています.　　　　r姦丁の革帯的和一嘉の仇道草轟兼の萱にわた方々にます｢おめでと　きんすでに和戦のか州々乍公に斬がな判瓶と収烈

てたわけです｡
入府の一生と付帯q内

分が章ラマですから'そのシナリオか大中なわけです｡　　…　　の
窮は､･;分の将来は苦

ではなく､臭刀が決めたシナリオ寿か■くということだと想います0-95

創造性と将来の発展性を評価

7年へ仏が3#の師､ついに世甲で抑め

ついて､我々の芸の破り
葺くしへ等の寺へこ

こにおられる朋筈の方提

言ことになり事LLJD

348藁で讐CI･5になり､壷B丘がわか

う｣と申し上げたいと患いよす｡そして由きんかこの(貞義に研謡においてさらなる牝は還けられ雪)と轟けしてい書す｡

…　　　　が我か甲の村

附齢舶苦手研究者の大きな励み鞘:JS:手研署にとって大tJな取みとなるばかりでなく'我
笛の群特の題にとって

も哉めて毒川いものだと怒っておりkす｡
このたびへ円t蓋さ

れた星に心からお現いを申し上げますとともに研究

のFZ鎚と蓑で'芯い
塁丁葦一掃･向上'

イノベ-シRンによるポLJ

童の川出tkた資金で

丘かなは丘裏するための蓑tモなすものでありkす｡
文書といたし事レ

うな和形覇をはじめとして我が加の斡綿の払盛に向けLJ嘉な寿基軸に長州され李皇帝縛するとともに'葦の与方
琴等の妻会

申し上け事して､私のお祝いの夢鼓します｡

rI.臥篠宮殿下お言葉
本日は､管何日毒窮　び申し上げます｡壕にはかね

会tならびに蓋　でトぢ'それぞれか呼門童

等書式が辞廿され'屋に　碁において'研蓋に収り

一つの毒として'さらに薮約に研兜妻られ'皆的に烏龍していただくことモガ丸い申壷す｡
事締研究は'研雪-の誌

蓋求心から鞘毒し､そし

々萱決Lt持戒的に沌耳Lt額の紳毒人で妻に中秋するためにも､7広い学砿薪究毒していくことが求められてい書す｡
昨年貞臼に明日毒

t1...　-　　　~　lI..rj

か壷丁にわたる多くの竹　～

お会いできたIJとか兵に■しく思います｡初めにや皿捷すされました別名の方々に心からおt)

表彰を契機に国際的な活躍を
地雷れ､大毒れた夷莞打てこられましたや本日'その溺g曇られることになっLJわけですか'.このたびの農を

て尭頼義に渓つき辞して､

董する登仙轟で

あります｡義は'垂ハ丑の旬的Zr藁するとともに'匹汝の襲､薫毒の
W等サけな

g和か耶紺でさきす｡社由か大せく野たす葦是川のlB

が海生Lt以大な披嘗もたらし事LLP今牡の以れに向けての触り卓みや防災に対しても､
蒜の果たす宗は大女大差

ものであると思います｡このような中で､盃の藁焚モ支える毒血と日本学士暁が他力して人文董T

書の薫要点彬し､その研究萱め､研旬の≠遊軍
毒しようとす号)と焚空虫垂いものであり'出雨に杓わ

る多くの研重みに奮ことと考え事す｡
そして'苦い世代の方々が兼

牡をあげていくことは､苦

慧持し､モ曇り

は茸にとって大宅一ほしいことでありましょう｡
♯わりになりますか､抑止仰の

岳きんの毒力により'日本の

叢死の善より一_深ま
呈すこ妄蓋い､私の

魯爪といたします｡

第8回　日本学術振興会実を受賞した24氏

ほお持きじしょうが､ここでご李巧までに私の刷兜印

章灯させて頂要しょ

う｡

私がエサキダイオードお
よびその応用の研ifで日米

差1童tしたのはT

9皇T､今か壷T5=_ 'ちょう′亀鑑きんの咋咽であった時であり凍すりk

歪､20-リ】畔には

な諺を与えましたuIgA-畔仰山点m叩川+'ず瓜坂のや誓った仏は'書丁山車の知れ憲においで的朋し､阜王丁バイス弄るという･;力の人生というドラマのシナリオ要した｡エレクトロニクスの
宅に畿し'他の人がや

らなかったことをやろうと'こうい晶等屯を立

て咋一作にお

け争トンネル'9gの世相に成功しよした｡しか象か

蓋してで■あがった

ダイオードが店外にも的性推爪モボしましたのでp応川柳でいち叩く大壷光を浴びi}秋和です｡
この蓋しないチ

ャンスに川負うということか科群の研死の讃岐かもしれ津せん｡私は杓にu心

帝くけないのですか1957正す月に事れたチャンスの女神には蛮せ喜ないのです｡皇T'私か業特､エサキダイオードの等ノーベル物理学十の兼書にむしました｡

■_盆町蔓ま苦､
ノーベル曇の対Siとなったきくの研究の中で私の使った研死同は■も少なかったのではないかと必います｡垂丁大臣に蔓り知蓋い方かよいのですか(K)｡

ノーベルt1毒した1
973　…　｢､ニューヨーク郊外に軍EQM中火研

霞におりよして､エサキ
ゲイオード肇望仰のない折しい#薫って

芸ゐ応用の研穴をし

ておりましちVそれは泉

界に存在しない前例のないr菱川っLJetlを投計しようというもので､この研B:には非書に多くの人毒力があったおかけで､ポ分好の開拓につながったのではないかと患っています｡-畠8年､私

窪の符に人エー富子の

Ⅶ明によって､日本Ⅶ岸†をいLJだ票したJO研死は'その戎兼に3い書か粥持され'叩兼への波及勅紫も大きなものにな専)と那大切です｡
そこで莞それぞれ

の書円分野で今何が析しいフロンティアを切りひらくか､箸のES蛋ヰ薫って肘井のトップ毒して一枚に耗eLで下さい｡そしてサプライズな戒甜看あげられ専蓋に折って私設伸にし余す｡

頂㈲㈲　指導者としての活躍も期待　針¶酎乱射馴副か針
日本学士院学術奨励賞　式辞久保正彰･日本学士院院長

日事士既は明斡抜丁半軍配義重
用に玉堤し､明虫岬に群さrLJHhの方々はそれぞ士院tt考

るこ義に粥持される方々ですC薫に埠小から葦しま廿o
今別の持古せ甥JEとし

て'今粍さらに研fE高まれ'それぞれの分野におい

争ものにな専3着レています｡

kLJ'こ蓋に'★白
叫'廿しみない毒ご

男妻だ判りさ
した各位のご芸や研究協

力■の円廿に

東熊は'日書芸書琴藁の柄神
に沿って'我か関空再の巻1に市りす義となるよう'辞し墓石の也毒性をホめる]助となりぎすよう､妻じ

絹肇とにな｡fS;絹o Q研究構想の将来性など考慮針‥.臥

卵価の軽重に

Zf光'我が細
を代火する叫学の府として､諾Mの壷に単がするための葦野において推し止めて要しなじそ盟巧昭和刑等に日本ザ轟川エジンバラ公筏姦しへ蓋に一甲り蓬いで責こうした童に加え､光肌川蝉に日本学輔滋的LrJの榊や力毒で､tZ]本字†買取■義いたし､水中替面の虎

れの呼門分好において､今脚のSEi3にふ慕しいきれた荊妻あげられ'またやかな市来薫ち'我が凹の学術の壷に鮮卑す

て掬帝的に8申した研賓として'また研蓄苛とし毒すd>rJ轟しています｡皇阿の朱書蛋さんの人相性に群くせ書す

らお祝い蓋T

L上げたい｡そしてそれぞれの圭一等の稚れた能力の藷に､今　　…　　盛の

ながら､鞘力してい要す｡なお'圭-の蓋は㈲市田特砦からの).)蛋により書すことを申し添えま

ご妃薫り辞す毒す｡い申し上げます｡

り､溝考に押葉､本年1月け川日才の

日本学士院学術奨励策の審査経過翌日　しては学研蔓だおいて,蛋

竹市雅俊･讃考妻鼻会委鼻長閑鏑絹絹約縄跳約

日事士院琴壷の本学憂壷の窒†榊嬰の将来性が評価できる書について2月13日Egの
l顎は'日本学炉伽刑余野村か著として震いものへ研究分野の墨が桐学十島♯-部および弟り轟

の毒置対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によ寺*欝

学術S遜金野において､
日本のnい研苔のあげられた収朋は､内の内外から痛い計地鳥でおり､†の

雫に舶たり､暮し嘉
妨しています｡蓋の日

昨年uRHロ､日本学十島
畠14名によ塁と

轟し､日月下旬に自乗

学的卓粥書日本蛋(金甘薯内確の佃葺け'同書毒名奮口

たしました｡

蓑は'牡れた研董
荒げた若手研笹で､我

が旭の筆絹の払盛に書専することか特に網挿される者に援卑することとして蒋

符で暮ものなどの藁を巧■して'8壬を行いました｡

芸金においでは､

坤正かつfqlに書壬を行い､計量た

おいて市大廿氏'高井研氏'田中一票'泊事井氏､空包美氏､平田牧丘の6名に対して､日本学童塁丁

墨書等することを

決疋いたしまLLJ｡


